
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 火  1 金 春休み 

2 水 英語スピーチ放送 2 土  

3 木  3 日  

4 金  4 月  

5 土  5 火  

6 日  6 水 始業式 

7 月  7 木  

8 火 修学旅行 6 年、お弁当の日 8 金 入学式準備 

9 水 修学旅行 6 年 9 土 入学式 

10 木 6 年休み 10 日  

11 金  11 月 委員会活動 

12 土 お別れ集会,ランチなし 11:30 下校 12 火  

13 日  13 水  

14 月 委員会活動(引継) 14 木 実力テスト 6 年 

15 火  15 金 フレンドシップフェスタ 

16 水  16 土  

17 木  17 日  

18 金 修了式 6 年、卒業式準備 18 月  

19 土 卒業式（1～5年休み） 19 火 全国学力・学習状況調査 6 年 

20 日  20 水  

21 月 春分の日 21 木  

22 火  22 金 大掃除 

23 水 大掃除 一斉下校15:30 23 土 参観・懇談・総会 

24 木 
修了式 1～5 年,ランチ

なし 11:30 下校 
24 日 

 

25 金 春休み 25 月 避難訓練 

26 土  26 火 お弁当の日 

27 日  27 水  

28 月  28 木  

29 火  29 金 昭和の日 

30 水  30 土 休日 

31 木  - - - 

 

二通りの「“笑”と“楽”」 

校長 水上 雅義 

 今月２０日に北京で行われていたオリンピックが閉幕しました。様々な競

技で活躍する選手の皆さんの姿に、私たちの心も動かされました。その中で話

題となった競技の一つに、女子のカーリングがありました。競技中、どんなと

きもお互いを励ますかのような笑顔と声かけの姿が、とても微笑ましく、ま

た、頼もしく見えました。“笑顔で競技を楽しむことが自分たちのパフォーマ

ンスを最大限に発揮できる”という思いが、そのまま素晴らしい成績につなが

っていたように感じました。投げたストーンがうまくいっても失敗しても、前

向きな言葉かけで笑顔をつくりあっていました。まさしく「笑門来福」そのも

のの姿です。 

 

 たまたまですが、このオリンピック期間中に、ちょっと以前の小説になりま

すが、朝井リョウさんの「桐島、部活やめるってよ」を読んでいました。高校

生の日常が飾られることなく描かれているように感じました。そんなことあ

ったよなぁ、と思うようなことばかりでした。いくつかのエピソードがあるの

ですが、その一つに次のようなものがありました。運動が苦手な男子生徒が体

育のサッカーでシュートチャンスにボールを空振りしてしまいます。その後、

購買のレジにその男子生徒と友達が並んでいると、後方に並んでいた女子生

徒が、サッカーで空振りした場面を「爆笑だったよね！」と、さもその男子生

徒達に聞こえるように大笑いするのです。笑われたその男子生徒と友達は、そ

の言葉と笑い声が耳に入りつつ、さも聞こえなかったふりをしてその場から

立ち去ります。 

 

 このように人が失敗した時に、笑いながら「何しようとや！」「受ける、楽

しい！」というように言ってしまう文化が、時には小学生の人間関係の中にも

広がっているような気がしてなりません。こういう集団の中では、自分の力を

しっかりと発揮することなど到底望めません。同じ“笑”“楽”という文字を

使っても、カーリングの選手との違いは明白です。子どもたちの中で飛び交う

“笑”“楽”は果たしてどちらでしょうか。この“笑”“楽”の違いは自ずと、

パフォーマンスの違いも生みます。「受験」は「集団戦」であるともいわれま

す。学級集団が、それぞれのパフォーマンスを上げることにつながる本当の意

味での“笑”や“楽”が子ども達の中に満ちるようこれからも一層努めていき

たいと思っています。 

 
 

 

★今年度の締めくくり 

○遅刻 

 体調が悪いとか、病院へ行った後に登校するなど、特別な事情があ

る場合は仕方ないことですが、特別な事情なく遅刻(遅刻ぎりぎりで朝

の会への参加が送れる子も含む)してくる子がいます。お家の方が送り

迎えをしてある子達の中で常習的になっている子達がいます。３パタ

ーンほどあります。 

・朝の会の終わり頃や１時間目の途中に登校 

・朝の会の前半に登校 

・ぎりぎりに教室に入って来るが、道具を机の中に入れたり、ランドセルやバッ

グを棚に片付けたりして、朝の会に間に合わない(みんなを待たせる)。  

以上の遅れる子のほとんどの子に共通しているのは、遅れているの

に、車を降りて靴箱へ、靴の履き替え、靴箱から教室へ、ゆっくりと

した動作で急がないことです。つまり、その子達の中では遅れても平

気、遅れることが当たり前になっているわけです。決して健全な精神

性とは言えません。 

 本来遅刻せずに登校するのは当たり前のことです。子ども達の健全

な成長のためにも、どうか特別な事情がない限りは遅刻がないように

(８：５０までに教室に入るように)送っていただきたいと思います。 

○スクールバスの中でのルール、送り迎えでの駐車場でのルール 

 これらのことも、危険がないよう、周りに迷惑をかけないよう、ル

ールを守って、今年度を締めくくってほしいと思います。 

★牛乳費の徴収について 

 ３月は年度末なので、翌月に徴収ではなく３月中に徴収しま

す。そこで、今度配る牛乳費納入袋にて、２月と３月の二ヶ月

分を徴収します。ぜひ早めの納入をよろしくお願いします。 
 

６年「HOP STEP JUMP！」（2月 10日号）より 

理科「クイズづくり」 

受験勉強を終え、受験のことを振り返ってみると子ども達なりに、「よく出題されていた問題」「よく間違えてし

まった問題」など、受験生の目線で感じたものがあったようです。それを、来年以降の受験生である在校生たちの

ために、パワーポイントを使って理科のクイズづくりを行っています。問題をつくってみると、理解をさらに深め

ることができたり、新たな発見があったりと楽しい時間になっているようです。一人ひとり、工夫を凝らした理科

クイズをたくさん完成させてほしいと思います！ 

自分たちの経験を、在校生の為に形あるものとして残そうとがんばっている 6 年生に感謝です。在校生の受験勉強にきっと役に立つ

ことでしょう。                                             (広報担当 田中) 

 


